
過疎地域で域外大学生による地域の一員としての
活動を促す「週末住人モデル」の構築

ー持続的な関係づくりを実現するコミュニティモデルの設計と実装ー

鳥取県大山町地域おこし研究員 松浦生
背景
と

目的

地方志向の若者と若者がいない過疎地域の
持続的な関係づくりを実現する仕組みのモデルを構築すること

対象地
進学流出が著しいものの，
関係づくりのポテンシャルがある鳥取県

１．他県からの進学流入

２．日本財団×SFC：『つながりの豊かさ』指標の開発

研究
手法

地域コミュニティが施行する仕組みのモデルを探索的に実証

地方志向予備軍と
なり得る大学生が，
大学の授業がない時間を
使って，地域の一員と
なることができたら，
持続的な関係づくり

が実現できる
のでは！？

鳥取市用瀬町・大山町での２つの実証によりモデル構築

仮説

A：4つの行動段階として観察される２つの関係づくりプロセス
B：必要条件＝５つの機能モジュール
C：十分条件＝インフォーマルなルール・ロールが認識・共有
D：新たな機能が自生し，仕組みの持続性が向上

地域おこし研究員として住み込み「だいせん週末住人」の実践設計
実装

参加募集 動機に基づいて各自活動（目安月1回/半年）プレヒア・選定

基本的なプログラム

基本的な仕組みケース１：2019.12～2020.3／10人

改良

滞在拠点：
ホームステイ➡独自滞在拠点

週末住人コミュニティ紹介：
特になし➡キックオフ合宿

結論

外部主体を活用する
「膂力」が醸成され，
モデルが地域コミュニ
ティで施行できる

【主体的活動段階】

ケース１：４人（10人中）

ケース２：３人（7人中）

ケース２：2020.8～Now／7人


